









































































数列， 1, 3, 3, 1において，隣り合う項の和を
考えて， 4, 6, 4 という数列が得られる。ここ
に，初項の係数1と末項の係数1をつけ加える
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　また， であることと，
　
　および， である
ことから，この等式の両辺 の係数とを比べ
ると，
　
　これらは，大学入試の問題としてもよく出題
されているが，中には，次のような考えさせる
問題もあった。それは，
　
「
を満たす　自然数
， を求めよ。」というものであったが，左辺
が， であ
ることから， であるこ
とを利用して，この展開式の の係数に着目
する問題である。 の係数は，
　左辺は と の展開式の積か
ら，
が得られ，右辺は の展開式から，
であることから， ， を導
くことができるが，この解答ではヒントがなく
ては難問である。
　この問題は，内容的には「60個の白玉と40
個の赤玉の入った袋から，50個の玉を取り出す
場合の数を求めよ。」という問題と実質同じ問
題に帰着できることから，二項定理の面白さを
伝える上では興味ある問題である。
６．自然数の和，平方の和，立方の和の公式
　数列の基本となる公式である，自然数の和，
平方の和，立方の和の公式を，二項定理から導
いてみよう。そこで，次の等式に着目する。
　　　　
　　　　
　この等式の両辺の の係数を求めてみると，
左辺は，それぞれの展開式の各項で の係数
の和であり，右辺は，分子の の係数を求め
れば良いから，次の関係式を得ることができ
る。
  ･･･②
②で， ， と置き換えると，
　
　すなわち， を
得る。
　さらに，
であるから，
･･･③
②で， ， と置き換えると，
であるから，③の右辺は，
となり，
を得る。
　同様にして，
であることと，②で ， と置き
換えた式を用いて計算すると，
が得られ，
簡単な計算で，累乗和への拡張も容易である。
─ 105 ─
高等学校における「二項定理」の指導を通して
７．おわりに
　先日，ある大学生から，数列の極限計算での
変形がわからないとの質問があり，二項定理の
確認をしたところ，「高等学校で飛ばされて理
解していない。」との回答に驚いたことがある。
　二項定理は，高等学校の指導要領の改変の都
度，一貫した指導がされてきたわけではない
が，数学史的側面からも，発展性からも，高等
学校での最重要定理の位置づけされても良い定
理である。指導方法を工夫し，生徒の理解や興
味を図りながら，体系化した指導が必要な重要
な定理の一つである。
